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第 2 節 インターネットに関する保護者の認識 

 

(1) 保護者のインターネットの危険性に関する啓発や学習 

(a) 啓発や学習の経験の有無 

 

回答した全ての保護者（3,158 人）に、インターネットの危険性について説明を受けたり

学んだりした経験があるかを聞いた結果、「説明を受けたり学んだりしたことがある」は

73.8％、「説明を受けたり学んだりしたことはない」は 19.5％である。 

 

学校種別にみると、「説明を受けたり学んだりしたことがある」と答えた者の割合は、小

学生の保護者が 70.2％、中学生の保護者が 74.6％、高校生の保護者が 76.5％である。 

＜ 全員に ＞ 

Ｑ10－１ あなた（保護者自身）は、青少年に不適切なサイト（出会い系サイトやアダル

トサイトなど）やネットいじめの問題など、インターネットの危険性について、 

これまで説明を受けたり学んだりしたことがありますか。（１つだけ） 

図表 2-2-2-1a-1 啓発や学習の経験の有無（学校種別） 
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保護者の家庭のルールの有無（第 2 章 第 1 節(4)(a)）別にみると、「説明を受けたり学

んだりしたことがある」は、家庭のルールを決めていると回答した保護者が 78.1％、ルー

ルを決めていないと回答した保護者が 62.1％である。 

 

図表 2-2-2-1a-2 啓発や学習の経験の有無 

（家庭のルール・学校種別） 
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(b) 啓発や学習の機会 

 

インターネットの危険性について説明を受けたり学んだりしたことがあると答えた保護

者（2,331 人）に、啓発や学習の機会を聞いた結果、「学校や保育園・幼稚園等の保護者会や

ＰＴＡの会合など」が 57.8％と最も多く、次いで「学校や保育園・幼稚園等から配布された

啓発資料など」が 56.5％、「テレビや本・パンフレットなど」が 41.3％、「インターネット」

が 39.7％、「保護者同士の会話」が 27.7％である。 

＜Ｑ10－１で「１ はい 」（保護者自身が説明を受けたり学んだりしたことがある）と 回答した方に＞ 

Ｑ10－２ この中から、説明を受けたり学んだりした機会として、あてはまるものを 

すべて選んでください。（いくつでも） 

図表 2-2-2-1b-1 啓発や学習の機会 
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136 

 

学校種別にみると、「学校や保育園・幼稚園等の保護者会やＰＴＡの会合など」は、小学

生の保護者が 45.7％、中学生の保護者が 60.9％、高校生の保護者が 63.7％である。 

「学校や保育園・幼稚園等から配布された啓発資料など」は、小学生の保護者が 57.2％、

中学生の保護者が 55.5％、高校生の保護者が 57.2％である。 

「テレビや本・パンフレットなど」は、小学生の保護者が 43.4％、中学生の保護者が 42.2％、

高校生の保護者が 38.8％、「インターネット」は、小学生の保護者が 46.3％、中学生の保護

者が 40.8％、高校生の保護者が 33.2％、「保護者同士の会話」は、小学生の保護者が 33.3％、

中学生の保護者が 27.4％、高校生の保護者が 23.8％である。 

 

図表 2-2-2-1b-2 啓発や学習の機会（学校種別） 
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人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

（R07）【 総 数 】 2,331 57.8 56.5 3.2 0.7 15.2 13.3 10.5 27.7 41.3 39.7 11.7 1.9 0.4 

（R06）【 総 数 】 2,329 57.7 54.4 3.8 0.8 13.0 12.0 10.6 29.7 41.7 38.8 10.9 2.9 0.4 

（R05）【 総 数 】 2,399 56.4 54.6 3.5 0.7 12.5 11.8 11.0 28.5 41.6 34.6 10.5 2.0 0.3 

（R04）【 総 数 】 2,437 60.0 57.4 2.6 0.5 13.8 13.1 10.4 27.6 38.9 33.0 10.8 2.6 0.4 

（R03）【 総 数 】 2,677 60.1 58.2 3.7 0.2 12.5 12.6 9.8 26.2 42.8 33.8 9.5 1.5 0.4 

〔学校種別〕

　小学生の保護者 615 45.7 57.2 4.6 1.0 12.4 10.9 13.5 33.3 43.4 46.3 12.2 2.1 0.3 

　中学生の保護者 924 60.9 55.5 3.0 0.8 15.7 14.4 10.0 27.4 42.2 40.8 11.7 1.9 0.3 

　高校生の保護者 787 63.7 57.2 2.4 0.5 16.8 14.0 8.5 23.8 38.8 33.2 11.2 1.7 0.6 



137 

 

(c) 啓発や学習の内容 

 

インターネットの危険性について説明を受けたり学んだりしたことがあると答えた保護

者（2,331 人）に、啓発や学習の内容を聞いた結果、「インターネット上のコミュニケーシ

ョンに関する問題」が 85.0％と最も多く、次いで「児童の性的被害に関する問題」が 74.4％、

「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダルトサイト等に関する問題」が

67.2％、「インターネットの過度の利用に関する問題」が 66.5％である。 

「フィルタリングの必要性や有効性」は、41.7％である。 

＜Ｑ10－１で「１ はい 」（保護者自身が説明を受けたり学んだりしたことがある）と 回答した方に＞ 

Ｑ11 あなた（保護者自身）は、インターネットの危険性について、どのような内容の

説明を受けたり学んだりしたことがありますか。この中から、説明を受けたり学

んだりしたものとして、あてはまるものをすべて選んでください。（いくつでも） 

図表 2-2-2-1c-1 啓発や学習の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 7年度から「フェイクニュース等のニセ・誤情報に関する問題」を新規追加した。「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダル

トサイト等に関する問題」は、令和 6年度までは、「青少年にとって不適切なサイトに関する問題（例：薬物などの違法情報に関するサイトやアダル

トサイト等）」としていた。 
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学校種別にみると、「インターネット上のコミュニケーションに関する問題」は、小学生

の保護者が 87.2％、中学生の保護者が 85.3％、高校生の保護者が 83.2％である。 

「児童の性的被害に関する問題」は、小学生の保護者が 73.0％、中学生の保護者が 78.0％、

高校生の保護者が 71.3％である。 

「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダルトサイト等に関する問題」

は、小学生の保護者が 61.1％、中学生の保護者が 68.8％、高校生の保護者が 70.3％である。 

「インターネットの過度の利用に関する問題」は、小学生の保護者が 68.5%、中学生の保

護者が 68.1%、高校生の保護者が 63.4%である。 

「フィルタリングの必要性や有効性」は、小学生の保護者が 41.6％、中学生の保護者が

44.7％、高校生の保護者が 38.2％である。 

 

図表 2-2-2-1c-2 啓発や学習の内容（学校種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和 7年度から「フェイクニュース等のニセ・誤情報に関する問題」を新規追加した。「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダル

トサイト等に関する問題」は、令和 6年度までは、「青少年にとって不適切なサイトに関する問題（例：薬物などの違法情報に関するサイトやアダル

トサイト等）」としていた。 
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人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

（R07）【 総 数 】 2,331 67.2 74.4 85.0 66.5 39.6 65.9 50.8 47.0 41.7 0.8 2.7 0.9 

（R06）【 総 数 】 2,329 76.9 71.9 82.8 63.5 41.1 62.9 50.7 45.7 0.5 2.5 0.9 

（R05）【 総 数 】 2,399 76.8 71.8 82.5 61.9 38.8 61.9 49.5 45.4 0.3 2.6 0.5 

（R04）【 総 数 】 2,437 76.0 73.7 84.1 62.5 39.9 62.0 49.9 45.8 0.6 2.4 0.9 

（R03）【 総 数 】 2,677 76.8 72.5 83.0 58.3 35.8 61.9 48.6 47.0 0.5 1.9 1.2 

〔学校種別〕

　小学生の保護者 615 61.1 73.0 87.2 68.5 39.2 66.5 50.2 50.1 41.6 0.8 3.3 0.5 

　中学生の保護者 924 68.8 78.0 85.3 68.1 39.4 64.8 52.6 47.3 44.7 1.2 2.7 0.2 

　高校生の保護者 787 70.3 71.3 83.2 63.4 40.2 66.7 49.2 44.3 38.2 0.4 2.2 1.9 



139 

 

(2) 保護者のインターネットの危険性に関して知りたい学習テーマ 

 

回答した全ての保護者（3,158 人）に、インターネットの危険性に関する学習の機会があ

ったとして、どのようなテーマが知りたいかを聞いた結果、「闇バイトやオンラインカジノ、

薬物などの違法情報やアダルトサイト等に関する問題」が 51.4％と最も多く、次いで「プ

ライバシー保護に関する問題」が 49.8％、「児童の性的被害に関する問題」が 49.0％、「セ

キュリティに関する問題」が 48.0％「インターネット上のコミュニケーションに関する問

題」が 47.9％である。「フィルタリングの必要性や有効性」は、28.4％である。 

＜ 全員に ＞ 

Ｑ12 あなた（保護者自身）は、インターネットの危険性に関する学習の機会があった

として、どのようなテーマが知りたいですか。この中から、あてはまるものを 

すべて選んでください。（いくつでも） 

図表 2-2-2-2-1 保護者のインターネットの危険性に関して知りたい学習テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和 7年度から「フェイクニュース等のニセ・誤情報に関する問題」を新規追加した。「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダル

トサイト等に関する問題」は、令和 6年度までは、「青少年にとって不適切なサイトに関する問題（例：薬物などの違法情報に関するサイトやアダル

トサイト等）」としていた。 
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 問 題

フ ェ イ ク ニ ュ ー ス 等 の
ニ セ ・ 誤 情 報 に 関 す る 問 題

イ ン タ ー ネ ッ ト の 過 度 の
利 用 に 関 す る 問 題

新 し い 機 器 や サ ー ビ ス
に 関 す る 情 報 、 危 険 性

フ ィ ル タ リ ン グ の 必 要 性 や 有 効 性

電 子 商 取 引 に 関 す る 問 題

そ の 他

特 に 知 り た い こ と は な い

無 回 答
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(R07)総数 (n=3,158人, M.T.=423.5％)

(R06)総数 (n=3,174人, M.T.=391.2％)

(R05)総数 (n=3,322人, M.T.=386.3％)

(R04)総数 (n=3,276人, M.T.=388.2％)

(R03)総数 (n=3,511人, M.T.=375.8％)
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学校種別にみると、「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダルトサイ

ト等に関する問題」は、小学生の保護者が 48.5％、中学生の保護者が 53.7％、高校生の保

護者が 51.5％である。 

「プライバシー保護に関する問題」は、小学生の保護者が 48.4％、中学生の保護者が

52.1％、高校生の保護者が 48.5％である。 

「児童の性的被害に関する問題」は、小学生の保護者が 51.4％、中学生の保護者が 52.0％、

高校生の保護者が 43.8％である。 

「セキュリティに関する問題」は、小学生の保護者が 48.5％、中学生の保護者が 47.8％、

高校生の保護者が 48.3％である。 

「インターネット上のコミュニケーションに関する問題」は、小学生の保護者が 53.5％、

中学生の保護者が 49.1％、高校生の保護者が 42.2％である。 

「フィルタリングの必要性や有効性」は、小学生の保護者が 33.6％、中学生の保護者が

29.1％、高校生の保護者が 23.4％である。 

 

図表 2-2-2-2-2 保護者のインターネットの危険性に関して知りたい学習テーマ（学校種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和 7年度から「フェイクニュース等のニセ・誤情報に関する問題」を新規追加した。「闇バイトやオンラインカジノ、薬物などの違法情報やアダル

トサイト等に関する問題」は、令和 6年度までは、「青少年にとって不適切なサイトに関する問題（例：薬物などの違法情報に関するサイトやアダル

トサイト等）」としていた。 
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す
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は
な
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無
回
答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

（R07）【 総 数 】 3,158 51.4 49.0 47.9 37.8 28.3 49.8 48.0 38.5 28.4 30.8 1.1 11.8 0.5 

（R06）【 総 数 】 3,174 51.3 48.0 50.7 38.0 30.9 48.9 46.4 30.7 32.1 1.8 11.8 0.6 

（R05）【 総 数 】 3,322 48.8 46.6 49.8 37.7 28.1 49.1 49.0 30.0 32.9 1.4 12.1 0.9 

（R04）【 総 数 】 3,276 47.7 45.5 50.9 36.7 31.3 49.4 49.9 29.6 33.8 1.3 11.5 0.8 

（R03）【 総 数 】 3,511 47.1 43.8 50.4 35.1 26.1 47.2 49.0 31.0 33.4 0.6 11.0 1.2 

〔学校種別〕

　小学生の保護者 876 48.5 51.4 53.5 40.2 26.7 48.4 48.5 38.1 33.6 28.9 1.1 12.1 0.6 

　中学生の保護者 1,239 53.7 52.0 49.1 39.9 29.9 52.1 47.8 39.4 29.1 33.0 1.2 11.0 0.2 

　高校生の保護者 1,029 51.5 43.8 42.2 33.8 28.0 48.5 48.3 38.3 23.4 30.1 1.1 12.1 0.9 
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(3) 保護者のインターネットの危険性に関する学習内容や形式 

 

回答した全ての保護者（3,158 人）に、インターネットの危険性に関する学習について、

どのような内容・形式で行われるのが良いかを聞いた結果、「インターネットに関するトラ

ブルについて、実例を紹介してほしい」が 66.1％と最も多く、次いで「インターネットに関

するトラブルについて、対策を紹介してほしい」が 60.5％、「短時間で説明してほしい」が

34.4％、「映像教材の視聴形式が良い」が 30.4％、「後でいつでも読める資料配布形式が良

い」が 27.4％である。 

＜ 全員に ＞ 

Ｑ13 あなた（保護者自身）はインターネットの危険性に関する学習について、どのよう

な内容・形式で行われるのが良いと思いますか。この中から、あてはまるものを 

すべて選んでください。（いくつでも） 

図表 2-2-2-3-1 保護者のインターネットの危険性に関する学習内容や形式 
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の 受 講 者 参 加 型 形 式 が 良 い

時 間 を か け て 説 明 し て ほ し い

そ の 他

無 回 答
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(R07)総数 (n=3,158人, M.T.=303.1％)

(R06)総数 (n=3,174人, M.T.=308.0％)

(R05)総数 (n=3,322人, M.T.=304.6％)

(R04)総数 (n=3,276人, M.T.=306.4％)

(R03)総数 (n=3,511人, M.T.=299.5％)
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学校種別にみると、「インターネットに関するトラブルについて、実例を紹介してほしい」

は、小学生の保護者が 67.0％、中学生の保護者が 67.0％、高校生の保護者が 64.7％である。 

「インターネットに関するトラブルについて、対策を紹介してほしい」は、小学生の保護

者が 62.2％、中学生の保護者が 60.9％、高校生の保護者が 59.2％である。 

「短時間で説明してほしい」は、小学生の保護者が 37.3％、中学生の保護者が 34.1％、

高校生の保護者が 32.1％である。 

 

図表 2-2-2-3-2 保護者のインターネットの危険性に関する学習内容や形式（学校種別） 
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無
回
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人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(R07)【 総 数 】 3,158 66.1 60.5 26.4 22.9 34.4 3.5 30.4 6.2 18.4 4.4 27.4 2.1 0.5 

(R06)【 総 数 】 3,174 65.1 61.3 27.4 25.0 30.3 4.3 31.2 5.9 20.7 4.4 29.7 2.0 0.8 

(R05)【 総 数 】 3,322 64.9 61.2 26.2 25.6 32.3 3.5 29.8 5.5 18.8 3.9 30.4 1.6 1.0 

(R04)【 総 数 】 3,276 66.5 62.2 27.2 25.1 31.5 3.3 29.0 6.0 19.5 3.8 30.0 1.5 0.7 

(R03)【 総 数 】 3,511 65.4 61.3 26.6 23.6 28.8 3.6 27.1 6.0 18.9 3.6 32.4 0.9 1.2 

〔学校種別〕

　小学生の保護者 876 67.0 62.2 28.5 21.6 37.3 3.3 32.6 8.0 18.9 4.8 27.1 2.2 0.7 

　中学生の保護者 1,239 67.0 60.9 26.5 24.0 34.1 3.4 31.2 5.7 19.6 4.7 28.1 2.0 0.2 

　高校生の保護者 1,029 64.7 59.2 24.7 22.8 32.1 3.8 27.8 5.3 16.4 3.7 26.9 2.1 0.7 
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 (4) 保護者のフィルタリングの認知度 

 

回答した全ての保護者（3,158 人）に、この調査に答えるまで、フィルタリングとは何か

を知っていたか聞いたところ、「知っていた」が 62.4％、「なんとなく知っていた」が 33.3％

であり、合わせると「知っていた（計）」は 95.7％である。 

「まったく知らなかった」は、3.7％である。 

 

学校種別にみると、「知っていた」は、小学生の保護者が 58.1％、中学生の保護者が 64.6％、

高校生の保護者が 63.5％である。 

 

＜ 全員に ＞ 

Ｑ14 あなた（保護者自身）は、この調査に答えるまで、フィルタリングとは何かを 

知っていましたか。この中から、１つだけ選んでください。 

（注）５ページの「フィルタリングとは」をご覧になってから、ご回答ください。 

 

図表 2-2-2-4-1 保護者のフィルタリングの認知度（学校種別） 
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（R05）【 総 数 】 (3,322人) 94.8

（R04）【 総 数 】 (3,276人) 95.0

（R03）【 総 数 】 (3,511人) 95.1

　〔学校種別〕

小学生の保護者 (  876人) 94.1

中学生の保護者 (1,239人) 96.5
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